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 要  旨 
 
今日の情報社会の発展において,デジタル通信の果たしている役割は大きい．デジタル通信では
高速かつ信頼性の高い情報伝達ができることが望ましく,雑音の生じる通信路を介して通信され
るとき受け手側が正しい情報を得られるように何らかの処理が必要となる．その一つとして,送り
手側が符号化によって情報に冗長なビットを付加して送信し受け手側が受信した情報を復号する
ことで,本来送られた情報を推定する誤り訂正符号の技術が挙げられる． 
 近年,誤り訂正符号の研究において不均一誤り保護(UEP)能力を有する符号の研究が行われて
いる．UEP 符号とは,一つの符号において複数の誤り訂正能力を有する符号であり,送信する情報
に対し重要度に応じて保護能力を与えることができる．最近では LDPC 符号を用いて構成された
UEP 符号(UEP-LDPC 符号)も提案されている． 
 しかし,これら UEP 符号の構成に関する研究に比べてその復号に関する研究はあまり行われて
おらず,そのため UEP 符号としての能力を十分に発揮できていない可能性がある． 
 本研究では,まず UEP-LDPC 符号の各ビットの誤りの分布と検査行列の構成について着目す
る．LDPC符号の代表的な復号法である Sum-Product復号法を基とした復号法の１つに Shuffled 
BP 復号法があるが,正則な LDPC 符号において Shuffled BP 復号法は後から更新するビットの方
が誤りの個数は少なくなるという特徴がある．しかし UEP-LDPC 符号においては検査行列の各
列の次数の偏りが影響することにより,列重みの大きい列の更新が重要であることを示す．さらに,
一般的な非正則 LDPC 符号においても同様な特徴が現れることを議論し,列重みの大きい列の重
要性を示す． 
そしてこの特徴を利用して,検査行列の列重みが大きな列の更新が重視されるような Shuffled 
BP 復号法を基とした２つの復号手順の提案を行う．また提案手法が従来法よりも UEP-LDPC 符
号に適していることを示すため,計算機シミュレーションによって従来法との比較・評価を行う．
 
